
第 3回意見交換会の開催報告 

1.日時：令和元年 11 月 7 日 14 時 00 分～15 時 35 分 

2.場所：相生山緑地 

3.団体名：天白区を住みよくする会 

4.市出席者：緑政土木局企画経理課 岩本主幹（企画）、上杉主査（企画） 

道路維持課 水谷主査（安全対策） 

道路建設課 可児主査（事業調整） 

緑地事業課 中村緑地計画係長 

5.参加者：18 名 

6.当日の次第 

（1）開始のあいさつ 

（2）現地説明、質疑等 

（3）終了のあいさつ 

7.主な質疑、意見等（○参加者、●名古屋市） 

（緑地計画について） 

○ 緑地を守るために道路を中止しているのに、公園を造る時に木を切るのではない

か？それでは、矛盾している。 

● 公園にも色々あり、遊具のある大きな広場があるような公園もあれば、東山公園

のような樹林地主体の公園もある。相生山緑地に関しては、ゴルフ練習場であっ

たり、今のスポーツ広場などを活用して広場を確保し、その他については出来る

だけ環境に配慮した公園を検討していく。 

（園路について） 

○ 建設済み道路と公園の散策路との関係性はどうなるのか？ 

● 広場（ふれあいの丘）に対するアクセスとして活用してはどうかと考えている。

公園の園路としては、公園全体で考えることになり、既存の散策路も張り巡らさ

れているので、それらを活用することになる。アクセス園路も園路計画の中に位

置付けることになる。 

○ 道路が、園路となると交通制限がかかるのでは？ 

● 園路の運用は今後、検討していく。 

○ 牧野ヶ池緑地は、駐車場まで行けても通り抜けできない。 

● 県営公園の事例となるが、園路でも駐車場まで車が通行可能な園路もあり、通り

抜けができる園路もある。 

○ 通行制限がかかると、緊急時に土木事務所に頼んでゲートの鍵を開けてもらうな

ど、ひと手間かかる心配がある。 

● ゲート管理にするのかなど、運用については意見交換会も通じて、今後、検討し

ていく。 

（道路について） 

○ ここまでできているのに市長が止めているのは、税金の無駄遣いだ。 

○ そもそも、道路を通そうとした目的を説明してほしい。 



● 大きく 2 点ある。1 点目は、野並などの渋滞緩和。渋滞対策の交差点改良工事を

実施していく。2 点目は、浸水から高台である緑地方面へ避難するなど、防災上の

役割。相生山緑地は、広域避難場所としても検討されている。 

○ シェルターにより、緑地の連続性を保っていると説明されたが、端部で切れてい

るので動物が移動できないのでは？ 

● 小動物は移動できないが、鳥類の目線では連続性が確保できる。また、飛来でき

るヒメボタルもシェルター上部で観測されている。 

○ 小動物の移動路は？ 

● 東側に小動物用のトンネルが設置されているほか、橋梁構造などにより確保する

計画があった。 

○ 専門家の意見か？ 

● 専門家等によって構成されたワーキングの中で考えられた。 

○ 管理にもお金がかかるんだな。 

○ 歩道のガードフェンスなどの耐久年数は？いつになるか分からないが、開通した

時、造り直さなくてはいけないのではないか？ 

● 耐久年数は構造物によって異なるので一概に言えないが、倒木などで壊れないよ

うに毎年手を入れている。 

○ 公園が完成するのはだいぶ先のことになると思うが、それまでここの道は使えな

いのか？構造物はもつのか？ 

● いつ使えるようになるかは、現時点で明言できないが、なるべく早く使えるよう

にしていきたい。 

○ 夜間、道路の工事区域内に入って遊んでいる人達がいる。火事等の心配もあるの

で、出来るだけ夜間の見回りをしてもらえないか。 

● 工事区域に立ち入れないように、ネットフェンスなど物理的に対処していく。ま

た、警察とも連携していく。 

（整備プログラムについて） 

○ 航空写真内で写っている住宅地（弥富相生線南部）は、公園になるのか？ 

● 都市計画公園区域になるので、いずれ公園となる。事業着手の予定時期は、第 2

次整備プログラムで区域分けをし、事業を進めている。事業着手時に区域内の皆

様にご説明させていただく。 

○ 全員、公園にすることを同意しているのか？ 

● 全員が事業への協力意向を示しているわけではない。 

○ 自分は計画区域内に住んでいる。公園になることは良いが、「借地対応区域」はだ

めだ。他の区域と同じようにしてほしい。30 円/㎡では安すぎる。誰も土地を貸す

気になれない。 

（その他） 

○ オアシスの森の散策路の階段などが壊れてしまっている。土木事務所にも写真を

撮って渡してあるが、なかなか修理してもらえない。 

● オアシスの森は約 20 年前に暫定整備として、木製の階段等を設置した。階段等の

修理の必要性については、土木事務所から通じて承知している。どのように処置

していくか内部で検討している。 


